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１. 環境経営方針 

基本方針

当社は、全ての事業活動において、関係する法規制・業界基準・顧客要求事項
を遵守すると共に、事業活動のあらゆる場面で、地球環境の保全に取組み、
地球環境と調和した持続可能で豊かな社会の形成に貢献する。

行動指針

■エコアクション21

１．プラスチックの切削加工、その他、全ての事業活動において生じる環境への
負荷を低減するために、環境経営システムを確立し環境活動の継続的改善を
行う。

２．全ての部門で次の削減に取組む。
1) 二酸化炭素排出量の削減
2) 廃棄物排出量の削減
3) 水使用量の削減
4）化学物質使用量削減
5）グリーン購入
6）自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関する環境配慮

３．不良の低減、端材の工夫活用による材料削減で、使用材料の効率化を図る。

４．当社は、環境に関する法律、規制、及び当社が合意するその他の要求事項を
遵守し、地球環境との調和、並びに汚染予防に努める。

５．環境活動レポートを広く一般に公表する。

■製品含有化学物質管理

１．事業活動を行うに当たって、製品含有化学物質に関する基準（社内管理体制、
禁止物質等の混入防止、購入品の含有量把握・管理、管理責任者の明確化、
社員教育の手順、など）を規定する。

２．供給先様への要求事項の明確化（グリーン調達ガイドラインの主旨徹底）

■共通事項

１．この方針は、総合朝会やポスター掲示、教育訓練などを通じて全ての従業員、
及び当社に直接かかわる人々に周知する。

２．この方針は、年１回のマネジメントレビュー時に見直しを行う。

制定：2009年10月01日
改訂:2020年08月31日
木田工業株式会社

代表取締役社長 木田 豊
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２. 会社概要 

 ２.１ 事業所名及び代表者名 

     木田工業株式会社 

     代表取締役社長  木田 豊 

 

 ２.２ 事業所の所在地及び認証・登録範囲 

事 業 所 所 在 地 認証・登録範囲の該否 

本社・工場 東京都大田区矢口 1-5-8 該当 

栃木出張所 栃木県宇都宮市南大通 2-2-18 該当 

    

 ２.３ 環境管理責任者及び担当者連絡先 

     環境管理責任者   芹澤 浩 

     担当者       品質保証部 芹澤 浩 

     連絡先       電 話   03-5741-7410  ＦＡＸ 03-5741-7413 

               E-mail h-serizawa@kida-i.com 

 ２.４ 事業活動の概要 

 プラスチック製品の切削加工及び組立（エンジニアリングプラスチックパーツの 

 製造を含む） 

  

２.５ 推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.６ 事業の規模 

（１）資本金 

         2,000 万円 

（２）主要製品の生産量・出荷量（ 2019 年度：2019/9～2020/8） 

製 品 名 生産量・出荷量（ｔ） 

アミューズメント用外装品 13.5 

その他プラスチック切削加工品 141.3 

代 表 者

製造部 品質保証部

環境管理責任

管理部

栃木出張所

営業部

環境管理責任者の任命

環境方針、製品含有化学物質管理方針の制定

環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

マネジメントレビューの開催窓口



（３）従業員数

　

敷地面積 建屋延べ床面積

1,140㎡ 3,185 ㎡

２.７　施設等の状況

　　　　設　備　名 能 力 仕 様 台 数

マシニング
300×300×300 ～ 2050
×1060×800

26

NC旋盤 φ25 ～ φ320 21

旋盤 φ230 ～ φ720 9

NCフライス 700×350 ～ 750×400 7

フライス 400×150 ～ 750×400 3

溶接ガン 5

NCドリラー 1

プレーナ 4

パネルソー 3

バフ機 3

鏡面機 1

コンプレッサー 55ＫＷＸ2台　37KWＸ1台 3

その他、生産設備 15

三次元測定機 2

輪郭形状測定機 1

画像寸法測定器 2

ガソリン車
（4/6台燃費向上車へ変更）

6

ハイブリット車 1

許認可・届出の区分 　　　名　　　称
許 認 可 ・
届出先

　 年月日

許認可 工場設置認可申請書 大田区長 H19.11.6

届出 特定施設設置届出書 大田区長 H19.11.6

（４）事業所の敷地・建屋面積

〔主な機械・検査設備及び車両等〕

２.８　許認可・届出の内容

車両

役員　４名　社員　46名　　パートタイマー　26名　　　　合計　76名
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３.　環境目標とその実績

環境目標
2020年度

実績
2019年度 2020年度 2021年度

基準値 前年度比 同左 同左 同左

1％削減 1％削減 1％削減 1％削減

259.4 278.9 276.1 273.3

実績 281.7 - - -

達成 × - - -

257,915.8 - - -

106.60

基準値 前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

1％削減 1％削減 1％削減 1％削減

19.4 20.5 20.29 20.09

実績 20.7 - - -

達成 × - - -

18,849.4 - - -

276,871.80 - - -

242,330.25 - - -

前年度比 前年度比 前年度比 前年度比

1％削減 1％削減 1％削減 1％削減

113 120.1 118.89 117.70

121.3

達成 ×

105,132 - - -

前年度比 前年度比 前年度比

1％削減 1％削減 1％削減

実績 0.85/人 0.84 0.83 0.82

達成 〇 - - -

達成 ○ - - -

目標
製品含有化学物
質の規制につい
ての教育

製品含有化学
物質の規制に
ついての教育

製品含有化学
物質の規制に
ついての教育

製品含有化学
物質の規制に
ついての教育

実績 3月・8月 - - -
達成 ○ - - -

目標 70.00% 58%確保 60%確保 62%確保

実績 52.70% - - -
達成 × - - -

8,106.00 - - -

584,843 - - -

52 - - -

取組項目

（2019年度実績492,687)

（2019年度実績　44）

（2018年度実績　8307.78）

目標

排出量(（kg-CO₂）

2019年度実績
262

（㎏-CO2/百万）

2019年度実績
21.2

㎏-CO2/百万

排出量(（kg-CO₂）

※）購入電力の排出係数は、2020年度、0.441 (㎏-CO2/kWh)を使用。

3か月毎に使
用量の把握管
理を行う

3か月毎に使
用量の把握管
理を行う

5.製品及び
ｻｰﾋﾞｽに関す
る環境配慮

製品含有化学物質の規制につい
て教育

教 育 によ る周
知

6.ｸﾞﾘｰﾝ購入 購入用紙のエコ化推進 購入用紙のエ
コ比率

4.化学物質
使用量の削
減

化学物質の適切な管理(定期的
確認)

･ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ
･ﾄﾙｴﾝ
品質管理

目標
3か月毎に使用
量の把握管理を
行う

3か月毎に使
用量の把握管
理を行う

- -

3.水使用量
の削減

水の効率的な利用 2019年度実
績

0.87/人
〔㎥/月〕

目標 基準値以下

2.廃棄物排
出量の削減

最終廃棄物量の削減

目標

実績 -

2019年度
実績

114.1
　kg/百万

産業廃棄物の処分量

2019年度実績

1.二酸化炭
素排出量の

削減

二酸化炭素総排出量(kg-CO2)

目標

①電力使用量の削減

購入電力使用量(kwh)

②化石燃料使用量の削減

都市ガス使用量(N㎥)

ガソリン使用量(ℓ)

排出量(（kg-CO₂）
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４．主要な環境経営計画の内容及び取組結果の評価と次年度の取組内容

項番 取組項目 判定 具体的活動内容 取組結果の評価 2021年度の取組

①電力使用量の削減

x

電力供給元での監視
ツールの更新による
管理制度の向上

新型コロナウイル
ス感染拡大防止の
ため、換気を行っ
ていた。その中で
熱中症予防のため
空調を運転してい
た。
それらの要因によ
り目標達成できな
かった。

エアコンプレッ
サーの稼働率管理

作業環境対策を自
ら考え、換気が必
要の中でも目標を
達成する。

②化石燃料の削減

×

エコドライブの継続
実施と定着

営業担当間で行き
先を共有すること
で無駄なく外出で
きるようになっ
た。実際にガソリ
ン使用量は減少し
た。

エコドライブの徹
底と無駄のない
ルート配送

2

廃棄物排出量の削減

×

廃材の分別結果とリ
サイクルの情報を掲
示し、更なる改善を
図る

端材の廃棄基準の
策定。
今までの出っとス
トックの片づけ

切粉・端材の分別
回収により、3Rへ
の活用

3

水使用量の削減

〇

掲示物で啓蒙し、使
用量の抑制を図る。

節水の啓蒙活動に
より減少

掲示物で啓蒙し、
使用量の抑制を図
る。

4

化学物質の使用量の削減

〇

継続して3カ月毎に
確実実施

接着剤の適正利用
により歩留まり
アップにより使用
量削減
化学物質リスクマ
ネジメントの実施

同様に3カ月毎の
確認
化学物質リスクマ
ネジメントの実施

5

製品及びサービスに関する
環境配慮

〇

製品に含有する化学
物質に関した教育

要求されている製
品含有化学物質の
規制等の教育　含
有禁止化学物質の
管理についての教
育

・環境配慮型製品
への取組について
・環境関連の教育

〇
コピー用紙の裏紙使
用の環境整備し、裏
紙使用の拡大を図
る。

裏紙使用の徹底に
より、購入量の削
減

裏紙使用の徹底

×
エコ商品購入比率
70％

全体の購入量が少
なく、エコ商品購
入比率52.7％と
目標を下回った。

エコ商品購入比率
を58％確保を目標
とする。
積極的にエコ商品
を購入する。

1

6

グリーン購入
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5.環境関連法規等の順守状況確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

5.1環境関連法規の順守状況の確認と評価結果及び違反

　当社に適用される環境関連法規等については、2021年9月2日の順守状況の
最終確認と評価の結果、違反はありません。また、関係当局より違反等の指摘
はありません。

＜確認関係法令・条例＞
廃棄物の処理及び清掃に関する法律、廃棄物の処理及び再利用に関する法律、
循環型社会形成推進基本法、資源の有効な利用の推進に関する法律、容器包装
に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律、エネルギーの使用の合理
化に関する法律、フロン排出抑制法、東京都生活環境保全等に関する条例、国
等による環境物品等の調達の推進等に関する法律、騒音規制法、振動規制法、
労働安全衛生法、下水道法、消防法、大田区廃棄物の減量及び適正処理に関す
る条例、栃木県生活環境保全に関する条例

5.2訴訟等

当社の環境管理に対する利害関係者からの訴訟、関係当局からの指摘等は、創
業当初よりありません。

6.代表者による全体評価と見直しの結果

【全体評価】
　例年のとおり、二酸化炭素排出量の削減を中心に原単位で取り組んだが、コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、換気を十分に行った結果、空調が最大に稼
働し、電力使用量が増加した。二酸化炭素排出量に関連する数値目標はすべて
未達となった。
　感染予防、熱中症対策など欠かせないことを優先とした。

【見直しの結果】
　昨年度に比べ二酸化炭素総排出量は増加した。ひとつはコロナウイルス感染
予防の影響（換気等）年間受注の急増。などいろいろな要因が考えられる。売
上、利益があっての企業活動なので次年度は省エネ活動をしつつ、売上を増加
に力を注ぐ。
　安全パトロールおよび5S活動により、安全スペースの確保のため、デッドス
トックの処分、端材の処分を実施したので廃棄物量は増加した。多くのデッド
ストックを処分したことで安全と作業効率が向上した。
　電力使用量の1位のコンプレッサーについては、更新を検討していく。
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